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要旨

英語名詞では，普通名詞 (Common Noun)，集合名詞 (Collective Noun)，物質名詞

(Material Noun)，抽象名詞 (Abstract Noun)，固有名詞 (Proper Noun)の 5 種類に分けられ

ている。また，数の概念により，名詞が可算名詞(Countable Noun)と不可算名詞(Uncountable

Noun)に分けられる。しかし，場合によって，同じ名詞が可算だったり，不可算だったりする

こともある。

(1) a. I drink wine when I’m thirsty. (僕は喉が渇いたらワインを飲む).

b. John bought three different wines. (ジョンは三種類のワインを買った)

(高橋 (1998: 31))

例(1a)の wine は物質名詞としての不可算名詞だが，(1b)の wine は種類を表しているため，

可算名詞になっている。伝統文法では，このような文法的振舞いを充分に説明できていないと

ころが存在している。

(2) 可算名詞と非可算名詞の区別や単数と複数の区別には，母語話者の物事の捉え方

や認識の仕方および心理的な要素が深く関わっている。 (小池 (2009: 111))

このため，本稿では Langacker (1991)が主張する認知文法における名詞の可算性の四つの要

因 ( 有界性 (bounding) ，均質性 (homogeneity) ，収縮性 (contractibility) ，反復性

(replicability))を判断基準とし，さらに，認知言語学の理論を用い，英語名詞の可算性の振舞

いを解明しようとする (第 1 章)。

第 2 章では Langacker (1991)による，認知文法の四つの要因をそれぞれ説明した。

第 3 章では，人間が物事についての認知の仕方により，英語名詞の新たな分類基準を立てて

みた。数のカテゴリーから典型名詞，ペア名詞，群名詞と名前付けて分類し，形態，性質のカ

テゴリーから抽象名詞，物質名詞，固有名詞に分類した。そして，認知言語学の枠でこの六種

類の名詞の可算性とその原因をそれぞれ分析し，認知文法の四つの要因を用い，分析結果と比

較しながら，英語名詞の可算性の振舞いを探求した。

第 4 章では日本語，中国語，英語母語話者の言語についての認識の比較を行い，「人間が共

通して持つ言語」という普遍論の立場から英語名詞の可算性を分析した。

分析結果として，典型名詞では最もティピカルな用法を持っている。ペア名詞の下には「一

体型ペア名詞」と「分散型ペア名詞」があり，一体型は常に複数扱いされることに対し，分散

型は複数扱いでもでき，片方の場合では，単数扱いでもできる。そして，群名詞の下には，「一

般群名詞」，「複数呼応群名詞」，「単数呼応不可算群名詞」，「単複同形群名詞」という四種類に

分類してみた。一般群名詞では単数，複数両方扱いできる (family, team, audience など)。複



2

数呼応群名詞では単語自体に複数の概念が含まれるため，語末に{s}をつけたり，a (an)と共起

したりすることができない (police, cattle など)。単数呼応不可算群名詞では不可算名詞と同様

な文法振る舞いをし，{piece}を用いて量を表す (furniture, baggage など)。また，単複同形群

名詞は名前の通り，数の多少により単語自体に変化が起こらない (sheep, Japanese など)。抽

象名詞，物質名詞，固有名詞には明確的な境界線が存在していないため，不可算的な用法が普

通だが，場合によって，可算になることもある。そして，これらの名詞が可算化する時には，

最も重要な判断基準は有界性だと論じた。
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